
 

 

 

【韓国】 総合指数は週間で 2.4％高と続伸、今週は上値が重い展開か 

先週の動き／今週の展望 

総合指数は週間で 2.4％高と反発。週明け 25 日に反発して終値ベースで心理的節目の 2400 ポイントを回復した後、

週末まで 5 日続伸となった。26 日に発表された韓国の 2022 年 4－6 月期の GDP 成長率が前期比 0.7％と市場予想を上

回り、買い安心感につながった。新型コロナウイルス感染防止

対策の緩和を受けた堅調な消費が、輸出の鈍化を打ち消した格

好。米 FRB が 27 日の FOMC で市場予想通りの利上げを決定

し、パウエル FRB 議長が今後の利上げについてタカ派姿勢を

後退させたことも支援材料。29 日の終値は 2450 ポイントを超

え、6 月 16 日以来ほぼ 1 カ月半ぶりの高値となった。今週は

上値の重い展開か。利益確定売りが相場の重荷となりそうだ。

韓国の 7 月の貿易統計が 8 月 1 日、CPI が 2 日に発表される。 

 

【ロシア】 RTS指数は 2.8％安と続落、今週も商品・為替相場をにらんだ展開か 

先週の動き／今週の展望 

RTS 株価指数は 2.8％安と反落。資源・エネルギー株が大幅に上昇したものの、ルーブル安が米ドル建て指数の重しと

なった。商品先物相場の上昇を受けて資源・エネルギー株が大幅高となったが、追加利下げへの警戒感などを背景にルー

ブルが対ドルで大きく下げ、米ドル建てで取引される RTS 指

数を押し下げた。ルーブル建ての MOEX 指数は週間で 5.6％高

と 3 週ぶりに大幅反発している。ルーブルは対ドルで前週末の

55.62 ルーブルから先週末に 59.75 ルーブルとなり、週間で

7.4％安だった。個別では、産金のポリュスが 12.0％高、エネル

ギーのノバテクが 11.4％高、スルグトネフテガスが 6.8％高、

ルクオイルが 5.1％高、資源のノリリスク・ニッケルが 9.6％高。

今週は引き続き商品相場やルーブル相場をにらんだ展開か。 

 

【ベトナム】 ベトナム指数は週間で 1.0％高と 3週続伸、今週はもみ合う展開か 

先週の動き／今週の展望 

VN 指数は週間で 1.0％高と 3 週続伸。金融株の上昇にけん引され、指数は約 1 カ月ぶりに 1200 ポイント台を回復し

た。27 日までマイナス圏で推移したが、28 日に金融株が軒並み上昇し、指数を押し上げた。27 日に前日比 0.5％高と 4

営業日ぶりに反発すると 28 日に 1.4％高と続伸し、終値で 6 月

29 日以来の 1200 ポイント台を回復した。29 日は 1217 ポイン

トまで上値を伸ばし、1206.33 ポイントで引けた。個別銘柄で

は飲料のサイゴンビール・アルコール飲料が 8.4％高、不動産の

ビンコム・リテールが 7.7％高、金融のサコムバンクが 7.4％高、

ベトナム投資開発銀行が 5.1％高、ベトコムバンクが 3.0％高と

なった一方、PC・携帯電話販売のモバイル･ワールドが 5.4％安、

複合企業のビングループが 3.8％安だった。今週はもみ合いか。 
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【先週の動き／今週の展望】SET指数は 1.5％高、今週は 5

日に 7月の CPI発表 

SET 指数は 3 日間の取引で 1.5％高と続伸。7 月月間では

0.5％高。先週は連休直前の上昇が奏功した。週初の 25 日は、

中央銀行が 4－6 月期の経済成長率について 3％を超えるとの

見方を示していることが買い材料となり、指数は 4営業日続伸。

26 日は金融株とエネルギー株を中心に売り優勢の展開となり

反落したが、27 日は米 FOMC の閉会を目前に控え、利上げ幅

が 0.75％にとどまるとの観測が広がったほか、タイの 7 月の輸

出額（通関ベース）が市場予想から上振れた効果で、指数は前

日比 1.5％高と終値で約 1 カ月ぶりの高値を更新して連休前の

取引を終えた。今週は 5 日に 7 月の CPI が発表される予定。 

 

【インドネシア】 

【先週の動き／今週の展望】クアラルンプール総合指数は

1.8％高、週末に終値で 7週間ぶりの高値を更新 

クアラルンプール総合指数は週間で 1.8％高と続伸。7 月月間

では 3.3％高。先週は国内の重要イベントが少ない中、堅調に

推移した。週初の 25 日は引け際に大型株が買われて 4 営業日

続伸した一方、26 日は利益確定売りが出て反落。ただ、27 日

に買い戻されると、28 日は外国人投資家の買いが奏功し、前日

比 1.4％高と続伸した。29 日は 4－6 月期の米実質国内総生産

がマイナス成長となり、景気後退による利上げペース減速への

期待が高まった効果で買い優勢となり、指数は終値で 7 週間ぶ

りの高値を更新して引けている。今週も国内の経済指標の発表

が少なく、外部要因が株式相場を左右する展開が続きそうだ。 

 

 

【先週の動き／今週の展望】ジャカルタ総合指数は 0.9％

高、今週は 5日に 4－6月期の GDP発表 

ジャカルタ総合指数は週間で 0.9％高と続伸。7 月月間では

0.6％高。先週はじりじりと上値を広げ、週末には場中に一時、

7000 ポイント台に到達した。週初の 25 日は、前週末の NY ダ

ウが下落した流れを引き継ぎ反落したが、26 日は金融株と資源

株が指数上昇をけん引して反発。27 日に続伸すると、28 日は

米 FOMC 後に急速な金融引き締めに対する懸念が後退したこ

とが買い材料となり、終値で約 1 カ月ぶりに 6900 ポイント台

に乗せた。29 日は 4 日ぶりに小幅反落して取引を終えている。

今週は 1 日の 7 月の CPI に続き、5 日には 4－6 月期の GDP

が発表される予定。内容次第で上値を試す展開が期待される。 

 

【タイ】 

【シンガポール】 

【マレーシア】 

【先週の動き／今週の展望】ストレーツタイムズ指数は

0.9％高、6月の CPI上昇率は 08年 9月以来の高水準 

ストレーツタイムズ指数は週間で 0.9％高と続伸。7 月月間で

は 3.5％高。先週は狭いレンジでの値動きが続いた。週初の 25

日は、6 月の CPI 上昇率が前年同月比 6.7％と 08 年 9 月以来

の高水準となったことが嫌気され、指数は小幅反落。26 日は 6

月の鉱工業生産が市場予想から下振れしたものの影響は軽微

で買い戻されると、27 日は終値で約 7 週間ぶりに 3200 ポイン

ト台を回復した。28 日は前日の NY ダウが反発した流れを引き

継ぎ 3 日続伸したが、29 日は世界経済の後退懸念が広がった影

響で売られ、反落して取引を終えている。今週は 2 日に 7 月の

製造業 PMI、5 日に 6 月の小売売上高が発表される予定。 
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